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２‐２実験装置と実験試料

実験で使川する装構は、アクリルカップにテンシ

オメータが、各１iiiに放射線状に角度をずらし、挿入

できるようにＤＩＩ'二を施したものを便n]する。ＩＳＯの

規格に従い、試験装I詮のfl法の比率は直径：i1ljさが

１０:８(c､)かつテンシオメータが試料満さに等'１１１１扇で

水平万|ｲﾘに挿入できるように設計した。実験に便｣用

する不飽和'二は、乾燥している蝋浦標準砂に水を加

え、ほぼ飽和状態にしたものを使用した。この豊浦

標準砂を用いた実験をテスト実験とする。

３．実験〃法

’'1温窒内で時IM1Illj隅をおき､ｔ時間後のテンシオメ

ータによる１１２カ水頭(|薗ｈｌ(t)、ｈ２(t)、ｈ３(t)と全体の質

瞳、(t)を計1111Ｉする。またt+１時間後も同じく計測を

行う。今lizil20分間隔で測定したが、８時間以上,越え

ないように規定されている。」二試料によって異なる

が、２１１から２週間の１１１１計測を繰り返す。計測が終

了したら、供試体の合水比を計り、試験終了時の平

均体積行水率０(e)を求める。

４．試験結果

lx1-3の蒸発過WlAのグラフは、蒸発1,ｔ(ｍｅ)が経過時

間に対し、‐定の割合で蒸発しており線形性が強い。

？Ｅ子犬秤の蒸発過程の記録とテンシオメータのflii

lE推移の記録より、体積含水率と各テンシオメータ

でのサクションの時系列を求める。供試休の質量変

化から算出される体植含水率と３つのテンシオメー

タからのｊ１Ｚ均サクションのデータを使い，van

Genuchtcnェ10のパラメータをli1定し、「仮の水分特'lJl：

１１１１級」を撒いた。さらに、名テンシオメータルイでの

体枝含水率は得られていないので，この「仮の水分

特性１１１１線」を･使って,サクションの時系列データをｈ

,、ｈ２，ｈ:}に対･する体積合水本を仮の体穣含水率を

求め，１z均体積含水躯との関係から修正して求め，

得られた岐終の「修｣E水分特性'１１１線」を図－４に示す。

この修〕Ｍ〈分特性'１h級よりｲ<飽和透水係数を求めて

いく。３地ＡＩi(のサクションと体積念水準の１１(ii系列デ

ータを川いて，式(1)に対するｲ<飽j1ill透水係数を求め

1．まえがき

これまで不飽和土の保水性や透水係数などの不飽

和浸透特性を計測する方法には、さまざまな方法が

提案されてきたが、我が国では地盤工学会J糾腱

（JGSO151）にF'二の保水性試験が〕i雌化されているだ

けである。特に、不飽和透水試験法においてはＪＧＳ

基準も現在のところ存在しない。vanGenuchtenモデ

ルを始めとして、浸透特性のモデル化や土の物理特

性から間接的に推定する方法が提案されてきており、

直接の計測が行われない場合が多いが、そのチェッ

クとしての｛iM:立した試験法の必要WIﾐは実務では,iii<

試験法の確立が必要と思われる。ISOにはWindの蒸

発法(Wind，sevaporationmcthod)があるが,｢R|内ではW,ｉ

告がなく，あまり知られていない｡本報ｾﾞﾃでは(Wind１ｓ

evaporationmethod)の検証を行っている。

２．実験概要

２‐１実験装置

IX1-l及び図－２に実験装置|叉|を示す。
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た。なお，比岐のため他の試験法の結果をlx1-5に併

せて示している。

FⅡ透水試験の淵!「采はlxl-5に示すように１０４倍も小

く，，ｌＬい不飽和透水係数が求まらなかった。その

IH(肉について考察することとした。

①室温２０度内での蒸発速度（図-3）から計算すると

約１０Gｃｍ/ｓとなる。これは畷浦砂の飽和透水係数

102ｃｍ/Ｓとすると動水勾配は,104となる必要がある。

このことから考えて砂のような透水係数の大きなも

のには適さないことがいえる。

②センサー間隔が2ｃｍ程度ということから高い飽

和度最域(飽和透水係数に付近)では,圧力差が２ｃｍ

の精度のテンシオメータが必要になるといったよう

なセンサーの粘度が必要であることが考えられる。

６．Ｗｉｎｄ法の改良の提案

今'１，１，１計測されたデータをもとに一次元飽和･不

飽和浸透流を水分拡散係数で木した式(2)をⅢいるこ

とで，水分拡散係数Ｄの算川を試みた。

等-是[｡筈］②
３つの,'}i(での,体積含水率で式(2)を差分化して水分拡

散係数Ｄを求めたのが図－６である。また，別途試験

法で得られた水分拡散係数を示した。これより，水

分拡散係数が今|｢ilの結果から推定でき，さらに精度

を上げるとともに，水分拡散係数から不飽和透水係

数を椎定できるように改良していく。
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図－６Wind法の計測データから推定した水分拡散係数
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